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町議会では

こんなこと決まりました
ここでは、令和４年５月から令和４年７月までに開催された定例会・臨時会で審議された内容について、
関心が高いと思われるものについて報告します。

 条 例 の 改 正

倶知安町手数料条例・・・・・・・・一部改正
後志南部地区地域資源循環管理施設(中略)の設置
及び管理に関する条例・・・・・・・・一部改正
倶知安町下水道事業受益者負担金条例・・一部改正
倶知安町水道事業の設置等に関する条例・・一部改正

 第２回 定例会（令和4年6月13日～23日）

 一般会計補正予算（第２号）を可決

■住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金・・2,700万円

■新型コロナウイルスワクチン接種業務委託料・・1,529万円

■倶知安町持続化支援金D・・・・・1,000万円

■子育て世帯生活支援特別給付金・・800万円

■新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター業務委託料・・528万円

■保育士等処遇改善臨時特例交付金・・450万円

■非接触型情報提供・消費誘導推進事業補助金・・400万円

■倶知安町新型コロナウイルス対策信用保証料助成金・・250万円

■新事業展開・販売促進支援サポート補助金・・・200万円

■農地利用効率化等支援交付金・・・150万円

■倶知安町公共交通運行継続支援金・・115万円

　国庫補助金を財源として、主に下記の事業に伴う
補正予算（補正予算全体で1億4,742万円）を可決
しました。

 ６件の意見書を可決

■森林・林業・木材産業によるグリーン成長に
　向けた施策の充実・強化を求める意見書

■食料安全保障の強化を図る新たな国の予算確
　保と国民への理解醸成を図る意見書

■水田活用の直接支払交付金の見直しに関する
　意見書

■地方財政の充実・強化に関する意見書

■地方公共団体情報システムの標準化に向けて
　の意見書

■農業生産資材の高騰への対策を求める意見書

陳情第１１号を採択
　これまで経済建設常任委員会へ付託され継続審
査となっていた陳情第11号「新準都市計画策定に
広く町民の声を反映させることを求める陳情書」
について、木村経済建設常任委員長より審査意見
を付けて「採択すべきもの」と委員長報告を行い、
採決の結果、本陳情は採択されました。

＜審査の総括＞
　陳情者からの趣旨説明の聴取、町担当課
及び景観地区検討部会長等からの聞き取りを
踏まえ、陳情項目について委員間で討議を行
った。その結果、既存の建物に対する規制及
び今後も予想される新たな大規模開発の場合
は、検討部会や町民等の意見聴取や議論への
参加機会を十分に設けるものとし、審査意見
を付けて採択すべきものであるとの結論に達
した。
＜審査意見＞
・キャパシティについては将来を見据え、そ
　の都度必要な見直しを行うべき。
・花園エリアの建築物については現況を考慮
　しつつ高さ制限を設けるべき。
・本町における特殊性を鑑みると地域の安全
　性・快適性の創出には専門の知見を有する
　者から意見を積極的に求めることは有効な
　手段である。
　今後の動向には注視が必要になることから、
本委員会としては町担当課より継続的に報告
を求めることとする。

2



 一般会計補正予算（第３号）
 　　　　　　　一部修正して可決

 第３回 臨時会 （令和4年7月22日）

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金及び北海道子育て世帯臨時特別給付金給付事
業費補助金を財源とし、主に生活支援クーポン券
給付事業、北海道子育て世帯臨時特別給付金を実
施する内容の補正予算が可決されました。

 景観計画条例を可決

　これまで経済建設常任委員会へ付託され継続
審査となっていた「倶知安の未来へつなぐ景観
まちづくり条例の制定について」(略称 景観計
画条例)は、木村経済建設常任委員長より「修正
議決すべきもの」と委員長報告を行い、採決を
行いました。
　採決の結果、委員会の修正案については起立
多数で可決され、残りの原案については全員の
起立により可決されました。

　なお、この条例は令和4年9月1日から施行さ
れ、条例制定の趣旨や審査の総括については、
右記のとおり。

＜条例制定の趣旨＞
　倶知安町の良好な景観の形成を促進し、次の
世代につなげる景観まちづくりを進めていくた
め、景観法に基づき、倶知安町が景観行政団体
となり景観計画を策定するため必要な事項を定
めるもの。

＜審査の総括＞
　下記の3点について修正が必要と判断した。
①景観審議会の意見聴取を要しない、景観計画
　の「軽微な変更」について、条例案第7条第3
　項を補完する内容の記載とする。
②景観計画区域内における無届行為者に係る措
　置について、町長及び届出すべき者の義務を
　明らかにする内容の記載とする。
③町全域を包括する景観計画や本条例の施行に
　より、景観審議会の所掌事項が増えることが
　予想されることから、景観審議会の委員数を
　増員し、かつ委員構成について具体的な内容
　とする。

一般会計補正予算に修正動議

発議者 古谷 眞司  議員、田中 義人 議員
賛成者 鈴木 保昭  議員

＜提案理由の趣旨＞
　総合体育館の避難所としての機能をより
充実させることを目的として、改めて総合
体育館トイレ等改修工事実施設計業務委託
を行うと説明があった。
　しかし、工事予算全体規模の中では破格
と思われる委託料が積算された。限られた
財源の中での行政運営が求められる中、内
容についてはしっかりと精査をすべき。
　全体予算も明示されていない予算は再度
検討をすべきと考え、この度の総合体育館
トイレ等改修工事実施設計業務委託料657
万8千円を削除した修正動議を提出する。

■生活支援クーポン券給付事業・・・7,325万円

■北海道子育て世帯臨時特別給付金・・160万円

■花園育成牧場用地購入費・・・・・・150万円

　なお、一般会計補正予算（第3号）に対しては、
右記のとおり補正予算の一部を削除する内容の修
正動議が古谷眞司議員ほか2名より提出され、起
立多数で修正案が可決されました。
　よって、修正案の部分を除いた原案についても
起立多数で可決されました。
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女性の健康支援と帯状疱疹の予防について
健康管理の大切さを強化していく

坂井　美穂　議員

答

答

町長

町
長

町
長

答

町
長

①
令
和
３
年
度
の
受
診
率
、
子
宮
が
ん
検
診
が
12
・

　

０
％
、
乳
が
ん
検
診
が
13
・
２
％
。
国
、
北
海
道

　

よ
り
本
町
の
受
診
率
は
や
や
下
回
る
状
況
。

②
未
検
診
者
への
啓
発
に
つい
て
は
、
初
め
て
子
宮

　

が
ん
の
対
象
と
な
る
20
歳
の
方
へ
無
料
ク
ー
ポ
ン

　

券
を
送
付
。
再
度
、
対
象
と
な
る
22
歳
の
方
に

　

は
、ハ
ガ
キ
で
の
受
診
勧
奨
。
乳
が
ん
検
診
で
は
、

　

初
め
て
対
象
と
な
る
40
歳
の
方
へ
無
料
ク
ー
ポ
ン

　

券
を
送
付
、再
度
対
象
と
な
り
ま
す
42
歳
に
は
、

　
ハ
ガ
キ
で
の
受
診
勧
奨
。

　
　

検
診
の
周
知
に
つい
て
は
、
町
の
広
報
紙
に
お
い

　

て
年
３
回
、新
聞
折
込
に
お
い
て
年
１
回
の
実
施
。

③
各
種
が
ん
検
診
を
１
年
に一度
、
女
性
特
有
の
が
ん

　

検
診
に
つい
て
は
２
年
に一度
、
受
診
で
き
る
機
会

　

を
提
供
。

　
　

町
の
広
報
紙
の
掲
載
や
、
各
地
域
で
の
健
康

　

教
育
の
機
会
を
通
し
て
女
性
の
健
康
習
慣
に
つい

　

て
、
情
報
提
供
を
行
って
い
る
。

④
平
成
25
年
６
月
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
積
極
的

　

な
接
種
勧
奨
の一時
差
し
控
え
が
決
定
さ
れ
た

　

こ
と
を
受
け
、
接
種
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
た
。

　
　
　

①
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
等

　
　
　
　

の
現
状
。

②
未
検
診
者
へ
は
ど
の
よ
う
に
啓
発
し
て
い
る
の
か
。

③
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
女
性
の
健
康

　

習
慣
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

　

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

④
本
町
で
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　

の
状
況
。

女
性
の
健
康
支
援
に
つ
い
て

問

　

今
年
の
４
月
１
日
、
予
防
接
種
法
の
施
行
令
の
改

　

正
が
行
わ
れ
、
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
を
終

　

了
す
る
と
と
も
に
、接
種
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ

　

た
方
々
に
キ
ャッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
推
進
が
示
さ

　

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
の
６
月
下
旬
か
ら
順
次
、

　

個
別
勧
奨
を
行
って
い
く
。

帯
状
疱
疹
の
予
防
に
つ
い
て

　
　
　

日
本
人
成
人
の
90
％
以
上
が
帯
状
疱
疹
の

　
　
　

原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
潜
伏

し
て
お
り
、
加
齢
に
伴
う
免
疫
力
の
低
下
で
発

症
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

①
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
捉

　

え
て
い
る
か
。

②
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
と
接
種
の
推
進
を

　

し
て
い
る
の
か
。

③
帯
状
疱
疹
の
発
症
は
、
50
歳
を
境
に
急
激
に

　

上
昇
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

の
助
成
に
つ
い
て
の
当
町
の
考
え
を
伺
う
。

問
①
平
成
30
年
３
月
に
海
外
製
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で
の

　

製
造
・
販
売
承
認
を
取
得
。
令
和
２
年
１
月
か

　

ら
販
売
が
開
始
。
帯
状
疱
疹
に
対
す
る
有
効

　

性
、
50
歳
以
上
で
97
・
６
％
。
ま
た
、
70
歳
以

　

上
で
は
89
・
８
％
と
主
な
副
反
応
に
つい
て
は
接

　

種
部
位
の
疼
痛
。

②
現
段
階
で
は
希
望
者
が
各
自
で
受
け
る
任
意
接

　

種
。
周
知
や
勧
奨
は
行
って
い
な
い
。

③
現
時
点
で
は
、
助
成
の
予
定
・
計
画
と
い
う
も
の

　

は
行
って
い
な
い
が
、
こ
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

　

有
効
性
の
審
議
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
　

女
性
の
が
ん
罹
患
数
の
１
位
は
乳
が
ん
と

　
　
　

い
わ
れ
て
い
る
が
受
診
率
は
低
く
、
こ
の

中
で
も
毎
回
受
け
る
の
は
同
じ
人
な
の
で
受
け

な
い
人
た
ち
に
対
し
て
の
啓
発
に
力
を
入
れ
て

い
く
と
い
う
の
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
受
診
率
を

伸
ば
す
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
ブ
レ
ス
ト
・

ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
と
い
う
生
活
習
慣
が
あ
る
の
で
、

広
報
な
ど
で
周
知
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
有

効
で
は
。

　

帯
状
疱
疹
は
、
日
常
で
の
予
防
法
と
い
う
の

も
の
を
周
知
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
大
切
で

は
な
い
か
。
周
知
、
広
報
と
い
う
も
の
に
力
を

入
れ
て
い
く
べ
き
で
は
。

問答

町
長

　

乳
が
ん
に
つ
い
て
も
、
帯
状
疱
疹
に
つ
い
て
も
日

常
の
健
康
を
自
ら
が
維
持
管
理
し
て
い
く
か
が
大

変
重
要
。
予
防
に
つ
い
て
は
、
啓
発
に
工
夫
が
必

要
な
分
野
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

物
価
高
騰
に
よ
る
総
合
緊
急
対
策

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
　

４
月
28
日
付
で
各
自
治
体
に
交
付
金
の
交

　
　
　

付
限
度
額
が
通
知
さ
れ
て
い
る
が
、
当
町

の
交
付
限
度
額
は
。

　

学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
な
ど
、
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
や
物
価
高
騰
対
策
で
水
道
料
金
な
ど

の
負
担
軽
減
は
検
討
さ
れ
な
い
の
か
。

問
　

当
町
に
７
４
７
８
万
５
千
円
の
交
付
額
の
予
定
。

　

給
食
費
は
賄
い
材
料
費
高
騰
分
を
こ
の
交
付
金

で
措
置
す
る
が
、
今
後
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら

に
検
討
。
水
道
料
金
は
現
在
検
討
し
て
い
な
い
。
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過去の定例会で行った一般質問に対する答弁内容のその後を問う
それぞれ積極的に協議・検討を進めている

冨田　竜海　議員

町長

総
合
体
育
館
の
利
便
性
に
つ
い
て

　
　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
紙
資
源

　
　
　

削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

問答

町
長

　

公
共
施
設
整
備
の一つ
と
し
て
、
積
極
的
に
検
討・

協
議
し
た
い
。　

　

公
共
施
設
の
導
入
検
討
状
況
で
は
、
役
場
新
庁

舎
建
設
の
際
に
は
、
役
場
庁
舎
建
設
等
検
討
会
内

の
施
設
環
境
部
会
に
お
い
て
議
論
を
し
た
が
、
導

入
費
が
高
額
で
あ
る
た
め
に
導
入
に
ま
で
至
ら
な

か
っ
た
。

　
　
　

２
０
１
８
年
１
年
間
の
印
刷
代
、
イ
ン
ク
代
、

　
　
　

諸
々
の
合
計
金
額
が
１
６
３
０
万
円
だ
っ

た
が
、
直
近
１
年
間
の
合
計
金
額
は
。

問答

町
長

　

庁
舎
移
転
に
伴
い
、印
刷
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ

た
こ
と
か
ら
、
印
刷
単
価
が
１
枚
あ
た
り
約
４
円

→
約
１
円
と
安
価
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
紙
の
節

約
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
裏
紙
の
利
用
、

庁
内
連
絡
の
電
子
化
、
ペ
ー
ジ
数
の
多
い
資
料
等
は

集
約
し
て
印
刷
す
る
な
ど
の
対
応
を
進
め
て
お
り
、

紙
資
源
削
減
に
努
め
て
い
る
。

　

直
近
１
年
間
の
印
刷
諸
々
に
か
か
っ
た
金
額
は

総
額
約
１
２
１
９
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
内
訳
は
、

イ
ン
ク
代
約
４
０
６
万
円
、
用
紙
代
２
６
４
万
円
、

印
刷
機
賃
借
料
約
５
４
９
万
円
と
な
って
い
る
。

　
　
　

総
合
体
育
館
利
便
性
向
上
に
向
け
た
ア
ン

　
　
　

ケ
ー
ト
の
実
施
状
況
と
結
果
を
踏
ま
え
た

改
善
内
容
は
。

問答

町
長

　

令
和
元
年
10
月
５
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日

ま
で
の
６
カ
月
間
の
期
間
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
が
、
回
収
件
数
が
35
件
と
な
り
、
こ
れ
だ

け
で
利
用
者
の
意
向
を
見
取
る
こ
と
は
困
難
と
判

断
し
た
。

10
年
後
の
住
民
所
得
１
・
２
倍
に
つ
い
て

　
　
　

町
長
当
選
時
の
選
挙
公
約
に
お
け
る
10
年

　
　
　

後
の
住
民
所
得
１
・
２
倍
に
関
し
て
、
当

選
直
後
と
直
近
で
比
較
を
し
て
、
ど
れ
ぐ
ら
い

所
得
が
上
が
っ
た
か
。

問答

町
長

　

倶
知
安
町
民
全
体
の
平
均
所
得
と
所
得
金
額

の
階
層
分
布
状
況
に
つい
て
。（
左
表
の
と
お
り
）

町
内
の
路
上
駐
車
対
策
と
駐
車
場

整
備
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

路
上
駐
車
対
策
と
駐
車
場
整
備
計
画
に
つ

　
　
　

い
て
、
主
に
町
内
の
飲
食
店
街
の
路
上
駐

車
問
題
解
決
に
向
け
て
行
っ
た
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

問答

町
長

　

現
在
、
町
主
体
と
な
っ
て
町
内
に
あ
る
公
共
用

地
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
で
、
駐
車
利
用
の
可
能
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
て
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み

を
今
年
の
冬
に
向
け
て
整
理
し
て
い
る
。

行
政
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の

推
進
に
つ
い
て

　
　
　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
対
応
状
況
と
直
近
の

　
　
　

納
付
方
法
の
収
納
実
績
は
。

問答

町
長

　

町
税
の
納
付
方
法
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐａｙ
、
Ｐａｙ

Ｐ
ａ
ｙ
、
令
和
３
年
度
か

ら
は
ネ
ッ
ト
バン
キ
ン
グ
Ｐａ

ｙ
‐ｅａｓｙ
で
の
支
払
い
が

可
能
と
な
って
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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町長が掲げた公約、これまでの実績と任期中の公約実行は
コロナ感染症対応が最優先であったが、
一歩一歩、公約の実現に向けて歩み続けてきた

波方　真如　議員

　
　
　

文
字
町
長
が
就
任
以
来
、
既
に
３
年
以
上

　
　
　

が
過
ぎ
、
任
期
も
最
終
年
と
な
っ
た
が

こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

問答

町
長

　

町
長
と
し
て
最
優
先
と
す
べ
き
政
策
は
、
や
は

り
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
、
こ
れ
が
ダ
ン
ト
ツ
に

一
番
重
要
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
基
本
的

に
は
防
災
対
策
、
大
き
な
天
災
が
起
き
た
と
し

て
も
人
命
を
尊
重
す
る
建
物
を
ち
ゃ
ん
と
維
持
す

る
、
備
え
る
と
い
う
こ
と
は
も
の
凄
く
大
切
な
こ

と
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
って
い
る
。

　

そ
の
中
で
今
回
、
役
場
の
新
庁
舎
建
設
完
成
ま

で
た
ど
り
着
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
倶
知
安
厚
生

病
院
、
こ
の
第
２
期
工
事
が
着
実
に
今
進
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
大
き
な
仕
事
と
考
え

る
。
く
っ
ち
ゃ
ん
子
を
み
ん
な
で
育
て
る
に
関
し
て

は
、
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
、
産
婦
健
診
の
助

成
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
設

置
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
さ
ら
に
は
子
育
て

子
育
ち
の
支
援
と
し
て
さ
ら
な
る
保
育
体
制
の
充

実
を
目
指
し
て
、
保
育
人
材
確
保
一
時
金
給
付
事

業
、
保
育
士
な
ど
に
対
す
る
奨
学
金
返
還
支
援

事
業
、
こ
れ
ら
を
実
施
し
た
。

　

教
育
部
門
で
は
、
英
語
教
育
の
充
実
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
中
学
校
へ
の
配
置
、
国

が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想

実
現
の
た
め
に
、
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

高
齢
者
を
支
え
、
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
す
こ

と
に
関
し
て
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
郊
外
に
お

町長

町
の
未
来
を
創
造
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
か

け
る
高
齢
者
等
の
足
の
確
保
と
し
て
、
郊
外
デ
マ
ン

ド
バ
ス
、
じ
ゃ
が
タ
ク
の
実
証
運
行
を
実
施
し
た
。

　

本
年
度
は
冬
期
間
の
３
カ
月
間
、
本
運
行
を
見

据
え
た
実
証
運
行
を
展
開
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

ま
た
、
高
齢
者
向
け
の
住
宅
の
確
保
、
こ
の
点

で
は
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
制
度
を
活
用
し
、
参

画
事
業
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昨
年

は
募
集
が
な
く
、
今
年
は
新
た
に
町
有
地
の
提
供

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

　

次
に
、
企
業
・
産
業
を
育
て
強
い
経
済
基
盤
を

築
く
に
関
し
て
は
、
中
小
企
業
の
経
営
体
質
強
化

と
経
営
安
定
対
策
と
し
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
取
り
組
み
、
観
光
業
や
観
光
団
体
を
中
心

に
進
め
ら
れ
、
く
る
べ
き
北
海
道
新
幹
線
倶
知
安

駅
開
業
に
向
け
た
民
と
官
の
連
携
に
よ
っ
て
、
駅

舎
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
要
望
書
の
作
成
、
新
駅
の

東
口
の
基
本
構
想
を
着
実
に
推
進
し
、
新
駅
の
西

口
及
び
都
市
施
設
の
基
本
設
計
に
取
り
掛
か
る
体

制
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

商
工
会
議
所
が
実
施
す
る
新
規
創
業
の
相
談

な
ど
に
応
じ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
業
務
の
充

実
、
さ
ら
に
は
小
規
模
事
業
者
への
指
導
サ
ー
ビ
ス

強
化
に
対
す
る
活
動
支
援
を
厚
く
し
て
い
く
。

　

次
に
、
聴
く
・
伝
え
る
・
対
話
す
る
政
治
に
関

し
て
は
、
私
自
ら
が
直
接
参
加
者
と
ま
ち
づ
く
り

対
話
を
行
う
シ
ナ
リ
オ
な
し
の
ま
ち
ト
ー
ク
を
始

め
た
ほ
か
、
住
民
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
で
迷

子
に
な
ら
な
い
よ
う
、
今
年
度
か
ら
「
す
ぐ
や
る

係
」
を
配
置
し
、
聴
く
・
対
話
す
る
体
制
の
充
実

や
役
場
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
活
用
し
伝
え
る
手
段
の

拡
充
に
努
め
て
い
る
。

　

絵
本
館
に
関
し
て
は
当
初
、
保
健
福
祉
会
館

内
で
の
整
備
か
ら
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
複
数
案

を
現
在
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
　
　

こ
の
任
期
中
に
公
約
が
実
行
で
き
る
の
か
。

問答

町
長

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
、

一
歩
一
歩
、
公
約
の
実
現
に
向
け
て
歩
み
続
け
施
策

を
展
開
し
て
き
た
が
、
い
ま
だ
道
半
ば
の
も
の
、
い

ま
だ
検
討
中
の
も
の
な
ど
、
確
実
に
推
し
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

正
直
な
気
持
ち
を
申
し
上
げ
る
と
納
得
の
い
く
達

成
感
に
は
ま
だ
至
って
い
な
い
。

　
　
　

任
期
が
も
う
す
ぐ
終
わ
り
、
来
年
１
月
に

　
　
　

町
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
対

し
て
町
長
は
出
馬
す
る
の
か
。

問答

町
長

　

胸
を
張
って
後
世
に
つ
な
げ
る
倶
知
安
町
の
実
現

に
向
け
て
、
改
め
て
初
心
に
帰
っ
て
、
暮
ら
し
に
ま

ご
こ
ろ
、
未
来
に
責
任
を
持
っ
て
２
期
目
に
挑
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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町長
宿泊税、税務調査を行える体制を早急に整えるべき

今後、体制をしっかりと整える必要がある

　
　
　

本
格
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
回
復
し
、
い
わ

　
　
　

ゆ
る
日
常
へ
と
戻
る
前
に
宿
泊
税
の
状
況

を
確
認
し
、
改
善
す
べ
き
は
改
善
し
、
そ
こ
で
の

教
訓
を
し
っ
か
り
と
新
た
な
法
定
外
税
に
生
か
す

べ
き
。

　

令
和
３
年
度
の
見
込
み
額
６
７
３
５
万
１
千
円
、

詳
細
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

①
総
収
容
人
数
（
ベ
ッ
ド
数
）

②
宿
泊
者
総
数

③
宿
泊
料
の
平
均
単
価

④
宿
泊
料
、
各
区
分
ご
と
の
構
成
比
率

⑤
客
室
稼
働
率

①
１
万
４
８
７
４
人

②
30
万
４
９
８
８
人

③
１
万
１
０
１
８
円

④
５
０
０
０
円
の
階
層
が
67
・
７
％
、
１
万
円
の
階
層

　

が
19
・
４
％
、
２
万
円
の
階
層
が
８・５
％
、
３
万

　

円
の
階
層
が
３・５
％
、５
万
円
の
階
層
が
１
％
、

　

10
万
円
の
階
層
は
な
し
。

⑤
お
お
む
ね
30
％
程
度

作井　繁樹　議員

問答

問
　
　
　

申
告
納
税
方
式
は
、
残
念
な
が
ら
信
頼
性

　
　
　

に
疑
問
が
残
る
。
強
制
調
査
を
ば
ん
ば
ん

や
れ
と
は
言
わ
な
い
が
、
少
な
く
て
も
任
意
調
査

を
行
え
る
体
制
は
早
急
に
整
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

　
　
　

徴
収
奨
励
金
の
令
和
５
年
度
ま
で
の
特
別

　
　
　

措
置
（
１
０
０
０
分
の
５
％
の
上
乗
せ
）
、

コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
す
る
と
２
、
３
年
の
延
長
も
一

つ
の
選
択
肢
と
考
え
る
が
。

問

　

今
後
、
そ
う
いっ
た
体
制
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と

整
え
る
必
要
が
あ
る
。

答
　
　
　

新
た
な
法
定
外
税
は
、
特
別
徴
収
義
務
者

　
　
　

が
納
め
る
べ
き
金
額
を
計
算
し
納
税
す
る

宿
泊
税
の
よ
う
な
申
告
納
税
方
式
で
は
な
く
、

本
町
が
納
め
る
べ
き
金
額
を
計
算
し
、
通
知
す
る

賦
課
課
税
方
式
と
す
べ
き
。

問

　

令
和
６
年
度
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

答

　

賦
課
課
税
方
式
と
し
た
場
合
、
公
平
・
公
正
な

制
度
と
す
る
こ
と
が
必
須
。
賦
課
事
務
に
大
変
大

き
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
ず
、
係
員

の
増
員
等
も
伴
う
。
新
た
な
財
源
の
検
討
に
当
た
っ

て
は
、
積
極
的
に
か
つ
慎
重
に
取
り
進
め
る
。

答
　
　
　

ど
ん
な
に
新
た
な
法
定
外
税
を
考
え
た
と

　
　
　

こ
ろ
で
、
宿
泊
税
が
ザ
ル
だ
っ
た
ら
意
味

が
な
い
。

問

町
長

町
長

町
長

町
長

宿
泊
税
の
状
況
と
新
た
な
法
定
外
税

　

し
っ
か
り
と
徴
収
体
制
を
整
え
る
。

答

町
長

職員増員や研修強化など、体制構築が急がれる
7



中学校の運動部活動の地域移行と指導者確保
木村　聖子　議員

　
　
　

本
年
６
月
６
日
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
有
識
者
会

　
　
　

議
が
、
休
日
の
中
学
校
運
動
部
活
動
の
指

導
を
学
校
か
ら
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
に
令
和

５
年
度
か
ら
開
始
し
令
和
７
年
度
を
目
途
に
移

行
す
る
よ
う
に
提
言
書
を
提
出
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
見
解
を
伺
う
。

①
外
部
指
導
者
の
確
保
策

　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
民
間
事
業
者
、
個
人
等
と
行

　

政
、
学
校
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
コ

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
用
は
有
効
と
考
え
る
。

　
　

ま
た
、
各
自
治
体
間
で
の
指
導
者
獲
得
競
争

　

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
早
め
に
道
筋
を
つ
け
て

　

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
①
現
在
は
ス
キ
ー
、
水
泳
な
ど
は
中
体
連
大
会
な
ど

　

に
参
加
す
る
際
に
、
学
校
が
外
部
指
導
者
を
指
定

　

し
、
指
導
・
引
率
等
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
　

提
言
書
に
よ
る
地
域
の
受
け
皿
に
は
、
総
合
型

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
少
年
団
、
民
間
事
業
者
等
が

　

想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
実
情
に
よ
り
組
織

　

形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
本
町
の
実
情
に

　

即
し
た
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

地
域
移
行
に
つい
て
は
、
部
活
動
指
導
員
の
活

　

用
や
教
職
員
の
兼
職
兼
業
、
民
間
企
業
か
ら
の

　

派
遣
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
地
域

　

主
体
で
ハン
ド
リ
ン
グ
し
て
い
く
中
で
課
題
解
決
し

　

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
外
部
指
導
者
確
保
の
必
要

　

性
は
ま
す
ま
す
高
ま
って
い
く
。

　
　

先
進
事
例
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
民
間
関
係
者
、

　

学
校
関
係
者
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
指
導
体
制
と

　

な
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
時
間

　

的
に
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
な
ん
と
か
計
画
的
に

　

当
初
の
予
定
ど
お
り
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

近
年
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー

　

な
ど
が
増
え
た
の
で
最
大
限
有
効
に
活
用
し
、
指

　

導
者
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　
　

国
や
道
か
ら
の
支
援
計
画
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

　

策
定
に
つい
て
は
、
現
在
進
行
形
の
た
め
引
き
続

　

き
注
視
し
、
本
町
の
環
境
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進

　

体
制
に
つい
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
。

②
国
の
支
援
や
体
育
施
設
を
利
用
す
る
際
の
料
金

　

体
系
の
あ
り
方
、
地
域
企
業
が
支
え
ら
れ
る
仕
組

　

み
づ
く
り
な
ど
、
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
政
策
や

　

財
源
確
保
に
つい
て
検
討
し
、
必
要
予
算
に
つい
て

　

は
、
町
長
部
局
と
も
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

　

て
い
る
と
こ
ろ
。

　
　
　

③
指
導
者
の
研
修
の
重
要
性

　
　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア
に
と
っ
て
技
術
専
門
性
の

ほ
か
、
指
導
者
の
言
動
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る

年
代
の
た
め
、
指
導
者
の
役
割
は
極
め
て
重
要
性

が
高
い
。

　

地
域
移
行
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
研
修
等
に
よ
り
、
指
導
者
の
質
の
維
持
、

向
上
が
必
要
。
本
町
の
現
体
制
は
。

問

本町の実情に即した対応の検討が必要教育長

答

③
既
存
の
枠
組
み
を
最
大
限
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
推

　

進
体
制
の
維
持・向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
は
、

　

少
な
く
と
も
当
面
は
継
続
し
て
進
め
て
い
か
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

現
存
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
年
１
、２
回

　

程
度
、
管
内
・
道
内
規
模
の
研
修
、
ス
ポ
ー
ツ

　

少
年
団
で
は
指
導
者
研
修
等
を
実
施
し
て
い
る
。

答

教
育
長

教
育
長

　
　
　

②
必
要
予
算
の
確
保
策

　
　
　
　

地
域
移
行
で
は
、
外
部
指
導
者
へ
の
奨

励
や
施
設
利
用
費
等
、
受
益
者
負
担
増
の
懸
念

が
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
を
確

保
す
る
た
め
の
予
算
確
保
が
重
要
と
考
え
る
。

問答

教
育
長
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町長
「世界の後志」 の玄関口として倶知安駅周辺整備で世界に示すもの

羊蹄の四季の恵み、ふるさとと世界が出会う駅

古谷　眞司　議員

　
　
　

北
海
道
新
幹
線
倶
知
安
駅
開
業
も
今
年
度

　
　
　

を
含
め
９
年
後
と
な
っ
た
。
今
ま
で
に

本
駅
周
辺
整
備
の
構
想
は
出
さ
れ
て
き
た
が
、

冬
期
間
の
雪
対
策
に
つ
い
て
明
確
な
対
策
を
出

さ
れ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
本
駅
は
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
中
心
に
、
通
年
に
お
い
て
も

集
客
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
後
志
地
域
の
住
民
の
方
々
に
も
利
用

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
長
に
以

下
に
つ
い
て
伺
う
。

①
本
駅
周
辺
整
備
計
画
の
進
捗
は
。

②
世
界
の
後
志
の
玄
関
と
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

　

デ
ザ
イ
ン
は
。

③
駅
周
辺
及
び
駐
車
施
設
の
持
続
可
能
な
雪
対
策

　

は
。

④
バ
ス
転
換
に
よ
り
バ
ス
運
転
者
不
足
が
言
わ
れ

　

て
い
る
。
そ
の
解
消
策
と
し
て
無
人
化
運
転

　

バ
ス
等
が
出
て
く
る
と
考
え
る
。
無
人
化
バ
ス

　

運
行
を
踏
ま
え
た
道
路
等
の
対
応
策
は
。

⑤
本
駅
整
備
に
係
る
概
算
費
用
及
び
財
源
は
。

⑥
世
界
の
後
志
の
玄
関
口
と
し
て
周
辺
地
域
と
の

　

協
議
が
必
要
で
あ
る
。
山
麓
及
び
周
辺
町
村

　

と
の
協
議
は
い
つ
行
わ
れ
る
の
か
。

問答

町
長

①
昨
年
度
か
ら
新
駅
周
辺
整
備
に
つい
て
は
、
北
海

　

道
新
幹
線
倶
知
安
駅
周
辺
整
備
推
進
委
員
会
が

　

駅
の
東
西
の
機
能
分
担
の
整
理
、
こ
れ
を
行
っ
た

　

上
で
、
ま
ず
は
東
口
駅
前
広
場
の
範
囲
、
ま
た
、

　

機
能
の
詳
細
、
駅
と一体
的
に
整
備
す
る
予
定
の

　

都
市
施
設
の
導
入
、
機
能
や
配
置
に
つい
て
基
本

　

計
画
を
ま
と
め
て
い
る
。

　
　

10
月
頃
を
目
標
に
西
口
広
場
の
範
囲
と
機
能

　

に
つい
て
深
く
検
討
を
進
め
て
い
る
。

②
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
提
出
す
る
予
定
の
駅
舎
の

　

建
築
に
関
す
る
要
望
書
に
、「
羊
蹄
の
四
季
の

　

恵
み
、
ふ
る
さ
と
と
世
界
が
出
会
う
駅
」
を
コ
ン

　

セ
プ
ト
に
６
点
ほ
ど
の
要
望
事
項
の一つ
に
、
世
界

　

的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
で

　

誰
も
が
使
い
や
す
い
駅
舎
と
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
　

ま
た
、
町
の
都
市
施
設
や
広
場
機
能
に
つい
て

　

も
同
様
の
考
え
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

③
新
幹
線
駅
周
辺
、
あ
る
い
は
駐
車
施
設
の
雪
対

　

策
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
域
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

な
ど
も
含
め
て
、
庁
舎
内
に
検
討
体
制
を
早
急

　

に
整
え
深
堀
り
し
て
い
く
。

④
今
後
、
本
町
が
行
う
道
路
整
備
も
含
め
た
環
境

　

整
備
は
、
自
動
運
転
技
術
の
実
現
に
向
か
う
モ
ビ

　

リ
テ
ィ
社
会
を
現
実
の
も
の
と
し
て
見
据
え
、
必

　

要
な
道
路
幅
・
幅
員
、
あ
る
い
は
維
持
管
理
に

　
つい
て
も
今
回
の
整
備
計
画
の
中
で
し
っ
か
り
と

　

捉
え
た
中
で
進
め
て
い
く
。

⑤
新
幹
線
駅
工
事
に
関
す
る
町
の
負
担
金
は
約
10
億

　

円
で
、
そ
の
財
源
内
訳
は
90
％
が
起
債
対
象
、
残

　

り
の
10
％
が一般
財
源
と
な
る
。
起
債
に
係
る
償

　

還
金
に
対
し
、
約
４
億
５
０
０
０
万
円
が
地
方

　

交
付
税
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
開
業
後
に
は

　

固
定
資
産
税
の
収
入
が
あ
る
。

　
　

次
に
、
町
が
整
備
す
る
都
市
施
設
の
建
設
費

　

用
、
さ
ら
に
は
東
西
の
駅
前
広
場
の
整
備
費
を

　

合
わ
せ
た
概
々
算
は
約
20
億
円
と
想
定
し
て
い
る
。

　
　

財
源
は
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

　

を
想
定
し
て
お
り
、
約
６
億
４
０
０
０
万
円
の

　

収
入
を
見
込
ん
で
い
る
。

⑥
羊
蹄
山
麓
の
町
村
長
会
議
等
の
席
に
お
い
て
、
倶

　

知
安
駅
の
現
在
の
周
辺
整
備
計
画
、
進
捗
度
合
い

　

等
に
つい
て
資
料
を
添
え
て
説
明
し
、
意
見
交
換

　

を
し
て
い
る
。

　
　

倶
知
安
駅
で
の
広
域
的
な
観
光
案
内
方
法
、

　

ま
た
、
都
市
施
設
の
設
備
に
つい
て
後
志
観
光
連

　

盟
の
場
な
ど
を
活
用
し
て
い
く
。

　
　
　

倶
知
安
高
校
及
び
倶
知
安
農
業
高
校
の
２
校

　
　
　

の
道
立
高
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
少
子

化
の
影
響
も
あ
り
、
本
年
度
の
公
立
高
配
置
計
画

案
で
倶
知
安
農
高
の
再
編
は
地
域
の
影
響
を
考
慮

し
留
保
と
な
っ
た
。
本
町
の
教
育
環
境
を
よ
り

向
上
さ
せ
る
に
は
、
両
校
が
存
続
し
活
性
化
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
条
件
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
中
学
校
部
活
動

を
地
域
に
移
行
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
の

点
に
つ
い
て
町
長
と
教
育
長
に
問
う
。

①
両
校
の
入
学
者
増
に
向
け
た
方
策
は
。

②
高
校
生
向
け
下
宿
不
足
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、

　

そ
の
方
策
は
。

③
小
中
高
と
の
連
携
強
化
策
は
。

④
地
域
社
会
教
育
団
体
と
中
学
、
高
校
部
活
動
と

　

の
連
携
策
は
。

問答

町
長

①
両
校
の
教
育
機
能
の
維
持
・
向
上
に
向
け
た
方
策

　

に
つい
て
検
討
し
、
地
域
の
教
育
資
源
を
積
極
的

　

に
活
用
し
た
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
を
支
援
。

②
下
宿
等
への
対
策
も
並
行
し
て
選
ば
れ
る
魅
力

　

あ
る
高
校
づ
く
り
、
町
内
外
の
小
中
学
生
、
特
に

　

中
学
生
を
中
心
に
、
ま
た
、
保
護
者
へ
発
信
し

　

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

倶
知
安
農
高
、
倶
知
安
高
校
の
入
学
希

望
者
増
に
向
け
て
町
の
支
援
策
及
び
中
学

校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

答

教
育
長

③
今
後
は
中
学
校
と
両
高
校
間
の
橋
渡
し
役
と
な

　

り
強
く
支
援
し
て
い
く
。

④
特
色
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
支
援
を
行
って
、
本
町
全
体
の

　

魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
地
域
全
体

　

で
支
え
る
体
制
を
整
え
て
い
く
。
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町長
市街地商店街の安全対策

少しでも早めに進めていきたい

門田　淳　議員

　
　
　

①
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　

②
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
街
路
灯
へ
の

改
修
が
進
ん
で
い
る
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
機
器
の
寿
命
を

考
え
る
と
修
繕
補
助
の
新
設
が
必
要
で
は
。

問答
①
令
和
元
年
か
ら
設
置
を
始
め
、
現
在
は
７
台
を

　

設
置
し
て
い
る
。
今
年
度
も
倶
知
安
警
察
署
と

　

協
議
の
上
、
１
台
を
設
置
す
る
べ
く
関
係
機
関
と

　

調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
　

今
後
も
、
ま
ず
は
学
校
付
近
に
設
置
を
予
定

　

し
て
お
り
、
そ
の
後
、
町
内
全
域
に
わ
た
り
必
要

　

箇
所
に
設
置
す
る
こ
と
で
町
民
の
安
全
・
安
心
の

　

確
保
に
努
め
て
い
く
。

②
町
内
会
に
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
設
置
ま
た
は
更
新
に

　

要
し
た
費
用
の
総
額
の
90
％
、
６
万
円
を
上
限
と

　

し
て
補
助
し
て
い
る
。
町
内
会
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、

　

令
和
３
年
度
末
ま
で
に
76
％
ま
で
進
ん
で
い
る
。

　
　

現
在
の
倶
知
安
町
街
路
防
犯
灯
設
置
等
補
助

　

金
に
つい
て
は
、
街
路
防
犯
灯
の
修
繕
の
補
助
項

　

目
は
な
い
。

　
　

今
後
、
電
球
交
換
が
で
き
る
防
犯
灯
の
灯
具

　

が
開
発
さ
れ
る
こ
と
や
電
球
交
換
だ
け
で
は
な
く
、

　

取
り
付
け
機
具
等
の
修
繕
も
考
え
る
の
で
、
修
繕

　

に
要
す
る
費
用
、
補
助
要
綱
の
改
正
等
を
調
査
、

　

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

年
数
が
経
って
く
る
と
修
繕
し
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
時
期
が
到
来
し
た
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て

　
い
る
。

市
街
地
商
店
街
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

　
　
　

①
ぜ
ひ
予
算
も
年
度
に
２
台
、
３
台
と
増

　
　
　
　

や
し
な
が
ら
、
早
め
早
め
に
飲
食
中
心

街
に
も
持
っ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
半
永
久
で

　

は
な
い
が
、
15
年
、
20
年
と
も
つ
と
思
っ
て
い

　

た
が
、
実
際
８
年
前
後
で
切
れ
始
め
て
き
た
。

　
　

今
後
に
向
け
て
検
討
は
し
て
い
た
だ
け
る
と

　

は
思
う
が
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
。

問答
①
少
し
で
も
早
め
に
そ
う
いっ
た
体
制
が
と
れ
る
よ
う

　

に
進
め
て
い
き
た
い
。

②
来
年
度
以
降
の
予
算
に
な
ろ
う
か
と
思
う
が
、し
っ

　

か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長

町
長

　
　
　

コ
ロ
ナ
の
中
で
経
済
活
動
が
落
ち
込
ん
で

　
　
　

い
る
の
で
、
今
後
に
向
け
て
経
済
活
動

に
重
点
を
置
い
た
部
分
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
全

体
的
に
課
題
は
あ
る
の
で
対
応
を
。

問答
　

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
、
課
題
点
を
し
っ

か
り
と
と
ら
ま
え
た
中
で
、
準
備
も
含
め
て
始
め

て
い
き
た
い
。 町

長
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開発工事中に止まった外資によるプロジェクトに対する行政からの指導は
田中　義人　議員

　
　
　

東
京
に
設
立
し
た
合
同
会
社
で
社
長
は
香

　
　
　

港
在
住
の
外
国
人
。
施
工
会
社
も
決
ま
っ

て
い
な
い
。
か
つ
て
の
土
石
流
危
険
区
域
内
で

立
木
の
伐
採
ま
で
し
て
頓
挫
。
周
辺
住
民
や
不

動
産
所
有
者
は
不
安
し
か
な
い
。
極
め
て
無
責

任
な
許
可
で
は
な
い
か
。
開
発
許
可
権
者
に
強

く
問
題
提
起
す
べ
き
と
考
え
る
。

問
　

許
可
制
度
上
、
法
的
に
は
ク
リ
ア
し
て
い
た
が
、

こ
う
な
る
と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
し
っ
か
り
整
理

と
勉
強
を
し
て
、
問
題
提
起
に
力
を
入
れ
て
や
る
べ

き
だ
と
思
って
い
る
。

定期的な巡回を行い、設計管理者等に聞き取り
や必要な措置を講じるよう依頼する

　
　
　

働
き
方
改
革
に
よ
る
非
正
規
の
処
遇
改
善

　
　
　

と
正
規
職
員
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
部
署

に
よ
り
勤
務
経
験
か
ら
正
規
・
非
正
規
の
立
場
が

逆
転
し
て
い
る
状
況
も
見
受
け
ら
れ
る
。
定
着

率
に
も
影
響
が
あ
る
の
で
は
。

問新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

答
　

高
収
益
野
菜
な
ど
、
魅
力
と
需
要
の
あ
る
生
産

を
支
え
て
い
け
る
よ
う
な
政
策
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

答
　

第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
に
４
０
０
万
円
、

生
後
３
カ
月
か
ら
１
歳
ま
で
の
10
カ
月
間
オ
ム
ツ
と

３
千
円
相
当
の
用
品
配
布
に
３
４
０
万
円
、
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
は
、
中
学
生
ま
で
は
既

に
初
診
料
以
外
は
町
で
負
担
し
て
お
り
、
初
診
料

も
負
担
す
る
と
３
０
０
万
円
ほ
ど
、
高
校
生
の
医

療
費
は
デ
ー
タ
が
無
い
た
め
今
回
は
回
答
で
き
な
い
。

　

中
学
生
の
給
食
費
無
料
化
に
２
３
０
０
万
円
程

度
、
公
共
施
設
の
親
子
利
用
無
料
化
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
減
免
申
請
で
無
料
に
す
る
な
ど
対
応
し
て
い
る
。

　

距
離
が
十
分
に
と
れ
る
と
き
、
熱
中
症
な
ど
の

健
康
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
、
体
育

の
授
業
の
と
き
は
、
マ
ス
ク
は
必
要
が
な
い
こ
と
を

５
月
26
日
に
北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら
通
知
さ
れ

て
い
る
。

　

当
教
育
委
員
会
で
は
、熱
中
症
対
策
を
優
先
し
、

運
動
部
の
活
動
中
と
登
下
校
時
は
マ
ス
ク
を
外
す

よ
う
指
示
す
る
よ
う
小
中
学
校
へ
通
知
し
た
。

答

教
育
長

町
長

町
長

町長

答

町
長

広
範
に
こ
の
町
の
政
策
を
問
う

　
　
　

少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
は
兵
庫
県
明

　
　
　

石
市
で
は
５
つ
の
無
料
化
で
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。
我
が
町
で
行
う
場
合
の
必
要
額
は
。

問

　

正
規
職
員
１
６
８
名
に
対
し
、
会
計
年
度
任
用

職
員
２
１
７
名
。
非
正
規
の
処
遇
は
改
善
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
正
規
職
員
を
増
や
し
て

い
こ
う
と
努
め
て
い
る
。

答

町
長

　
　
　

観
光
と
農
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
政
策
・

　
　
　

予
算
に
つ
い
て

問

　
　
　

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
マ
ウ

　
　
　

ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
ト
レ
イ
ル
整
備
へ
の
協
力
を

問答
　

各
協
会
が
力
を
入
れ
て
い
る
。
振
興
局
に
も
協

力
頂
い
て
お
り
、
行
政
と
し
て
大
き
な
バッ
ク
ア
ッ
プ

を
し
な
が
ら
前
進
さ
せ
た
い
。

町
長

　
　
　

じ
ゃ
が
祭
り
は
縮
小
さ
せ
ず
に
通
常
開
催

　
　
　

す
べ
き
で
は

問
　

感
染
症
防
止
対
策
を
第
一に
考
慮
し
、
く
と
さ

ん
パ
ー
ク
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
が

実
行
委
員
会
、
運
営
本
部
会
議
で
決
定
さ
れ
た
。

答

町
長

　
　
　

政
府
と
文
科
省
の
マ
ス
ク
着
用
の
対
処
方

　
　
　

針
に
対
す
る
対
応
は

問
　
マ
ス
ク
の
着
用
が
長
期
化
す
る
中
で
、
熱
中
症
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
。
冬
に
向
け
て
も
含
め
、
他
者
へ

の
思
い
や
り
が
根
底
的
に
大
事
。
感
染
症
対
策
の

基
本
的
対
処
方
針
に
沿
って
対
応
し
て
い
く
。

答

町
長
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大切なのは 「決断」と「勇気」
着実に前進できる道筋をつけるため、更なる努力を重ねたい

鈴木　保昭　議員

町長

外
国
人
所
有
の
住
宅
に
つ
い
て

頑
張
れ
倶
知
安
厚
生
病
院

答

教
育
長

こ
の
他
に
も
３
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

財
政
再
建

答

町
長

　

就
任
以
来
、
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
機
能
を

果
た
さ
な
い
役
場
庁
舎
の
建
て
替
え
事
業
、
さ
ら

に
は
倶
知
安
厚
生
病
院
の
第
２
期
整
備
事
業
、
新

規
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
急
激
に
進
み
給
水
量
増
加
へ

の
対
応
が
必
要
と
な
る
山
田
地
区
で
の
水
道
拡
張

事
業
な
ど
、
大
変
大
き
な
財
政
支
出
が
続
い
て
い

る
と
こ
ろ
。

　

大
規
模
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
慎
重
な
財
政
運

営
が
求
め
ら
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
保
ち

な
が
ら
各
種
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
短
期
的
・

中
期
的
・
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
優
先
順
位
な

ど
を
十
分
に
検
討
し
た
中
で
計
画
的
に
取
り
進
め

て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。

　

し
か
し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
ど
れ
ま
で
実
現
で

き
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
３
年
間
で
で
き
た
こ
と
、

で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
も
の
が

あ
る
が
、一生
懸
命
尽
く
し
て
き
た
所
存
。

　

残
り
の
任
期
は
僅
か
で
は
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
著
し
く

　
　
　

①
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
決
断
力
の

　
　
　
　

中
で
の
財
政
問
題

　

大
切
な
の
は
目
の
前
の
１
年
間
を
ど
う
い
う

　

ふ
う
に
し
て
乗
り
切
る
か
。
町
長
の
任
期
ま
で

　

に
は
目
途
が
つ
く
の
か
？

②
課
題
の
先
送
り

　

教
育
改
修
計
画
、
図
書
館
、
プ
ー
ル
、
道
路
、

　

施
設
の
改
修
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

　

老
人
住
宅
、
風
呂
、
ご
み
焼
却
施
設
な
ど
が

　

あ
げ
ら
れ
る
。

　
　

花
は
色
、
人
は
心
。
倶
知
安
に
来
た
ら
、
倶

　

知
安
の
町
は
素
晴
ら
し
い
ね
と
言
わ
れ
る
よ
う

　

な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

成
長
を
続
け
る
倶
知
安
町
、
財
源
確
保
を
進
め
る

と
共
に
各
施
設
が
着
実
に
前
進
で
き
る
道
筋
を
つ

け
る
た
め
の
更
な
る
努
力
を
重
ね
た
い
。

　

使
用
中
止
と
な
っ
て
い
る
町
営
プ
ー
ル
、
こ
れ
は

最
優
先
で
建
替
え
す
べ
く
昨
年
度
か
ら
町
営
プ
ー

ル
建
替
基
本
構
想
策
定
に
係
る
作
業
の
中
で
、
旧

町
営
プ
ー
ル
の
実
績
整
理
や
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
基
に
機
能
評
価
を
進
め
て
き
た
。

　

今
年
度
は
先
進
地
の
事
例
調
査
を
行
い
、
新
た

な
町
営
プ
ー
ル
に
と
っ
て
必
要
な
機
能
の
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。
今
後
は
、
基
本
計
画
の
策
定
、

基
本
設
計
、
実
施
設
計
等
を
経
て
建
設
工
事
を

取
り
進
め
る
予
定
。

　

今
年
度
は
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

町
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
高
め
、
読
書
機
会
の
確
保

に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
・

対
応
を
考
え
て
ま
い
り
た
い
。
社
会
教
育
施
設
整
備

計
画
・
学
校
長
寿
命
化
計
画
の
二
つ
が
揃
う
と
ど
う

いっ
た
期
間
の
中
で
改
修
・
改
築
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
か
見
え
て
く
る
。
し
か
る
べ
き
時
期
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
　
　

①
倶
知
安
厚
生
病
院
の
概
要
を

　
　
　
　

ベ
ッ
ド
数
、
常
設
診
療
科
、
医
者
の

人
員
確
保
、
入
札
金
額
、
オ
ー
プ
ン
予
定
は
。

②
地
域
の
頼
り
に
な
る
総
合
病
院

　

頼
り
に
な
る
病
院
と
な
る
た
め
の
条
件
は
。

　

町
長
の
任
期
中
で
の
功
績
と
し
て
、
倶
知
安

厚
生
病
院
に
対
す
る
取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

良
く
な
る
の
も
悪
く
な
る
の
も
町
長
の
考
え
方

一
つ
だ
と
考
え
る
。

問

答

町
長

①
第
２
期
の
整
備
費
用
に
係
る
総
額
は
37
億
９
６
８

　

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
建
築
工
事
費
で
32
億

　

２
８
７
万
円
、
設
計
監
理
費
で
１
億
１
７
０
８
万

　

円
、
解
体
工
事
費
で
３
億
４
０
２
３
万
円
。
開

　

業
に
つい
て
は
、
２
０
２
４
年
の
秋
頃
を
目
指
し

　

て
い
る
。

②
利
用
さ
れ
る
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
は
勿
論
の
こ
と
、

　

病
院
で
働
い
て
い
る
医
療
関
係
者
の
方
々
に
と
っ

　

て
今
ま
で
以
上
に
親
し
み
や
す
く
、
ゆ
と
り
あ
る

　

快
適
な
環
境
を
提
供
で
き
る
も
の
だ
と
考
え
て

　
い
る
。

　
　
　

①
外
国
人
所
有
の
住
宅
は
ど
の
く
ら
い
あ

　
　
　
　

る
の
か
。

②
放
置
店
舗
、
倉
庫
、
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
数
は
。

問答

町
長

①
外
国
に
住
所
地
が
あ
る
方
の
集
計
と
は
な
る
が
、

　

町
内
戸
建
て
住
宅
が
約
４
１
０
０
件
あ
る
。
そ
の

　

う
ち
所
有
者
住
所
が
外
国
に
あ
る
方
の
物
件
は

　

約
４
０
０
件
存
在
す
る
。

②
放
置
ま
た
は
使
用
実
態
に
応
じ
た
統
計
は
な
い

　

が
、
海
外
、
国
内
所
有
そ
れ
ぞ
れ
を
課
税
対
象

　

物
件
数
で
挙
げ
る
と
、
店
舗
及
び
併
用
住
宅
約

　

５
４
０
件
の
う
ち
、
海
外
に
住
所
の
あ
る
海
外

　

所
有
が
約
70
件
、
倉
庫
は
約
６
６
０
件
の
う
ち

　

海
外
所
有
が
15
件
、
ア
パ
ー
ト
に
つい
て
は
約

　

６
４
０
棟
の
う
ち
約
40
棟
が
海
外
所
有
。　
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現
在
、
市
街
地
で
は
28
か
所
、
郊
外
地
区
で
は

18
か
所
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
設
置
可
能
な
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
で
き
る
か
な
ど
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

改
め
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
が
可
能
か
ど
う

か
、
効
果
的
な
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か
を
含
め
て
、

安
全
な
通
行
に
つい
て
の
検
討
を
こ
れ
か
ら
行
って
ま

い
り
た
い
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

町道危険箇所、交通量も多くカーブミラー設置の検討を
効果的なことになるかも含め、検討を行っていきたい

　
　
　

北
３
条
通
西
通
を
旭
ケ
丘
公
園
方
向
に
進

　
　
　

む
と
、
包
丁
塚
通
過
付
近
か
ら
非
常
に

見
通
し
の
悪
い
箇
所
が
続
く
。

　

通
年
に
わ
た
り
交
通
量
も
多
く
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
を
望
む
住
民
も
多
い
、
設
置
の
検
討
を
。

佐藤　英俊　議員

問町
道
危
険
箇
所
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

設
置
を

　

部
分
的
に
で
も
使
用
す
る
た
め
に
は
、
か
な
り

の
高
額
な
予
算
が
必
要
で
あ
る
と
も
伺
っ
て
い
る
。

新
た
な
調
査
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

あ
れ
ば
、
正
直
な
と
こ
ろ
こ
れ
は
で
き
な
い
。
今
段

階
で
そ
う
い
う
こ
と
に
つい
て
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
可
能
と
思
う
の

で
確
認
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

代
替
え
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

　
　
　

い
る
ホ
テ
ル
ニ
セ
コ
ア
ル
ペ
ン
が
、
東
急

不
動
産
本
体
の
方
で
大
き
な
改
修
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
れ
に
伴
う
閉
館
、
そ
う
す
る
と
ま
た
代
替
え

と
な
る
と
大
変
な
思
い
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

利
用
者
に
も
大
き
な
不
便
を
か
け
る
。

　

最
低
ど
れ
ぐ
ら
い
で
安
全
に
利
用
で
き
る
の

か
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

町長

答

　

昭
和
51
年
５
月
よ
り
、
当
時
の
倶
知
安
町
蒸
気

機
関
車
保
存
会
、
通
称
Ｓ
Ｌ
保
存
会
と
保
守
管
理

業
務
委
託
契
約
を
結
び
、
さ
び
落
と
し
や
ペン
キ
塗

り
な
ど
車
体
に
お
け
る
維
持
管
理
を
お
願
い
し
て

き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
保
存
会
会
員
の
高
齢
化
等
に

よ
り
、
継
続
し
て
受
託
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
難
し

く
な
って
き
た
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
公
民
館

の
職
員
に
よ
っ
て
冬
と
春
に
シ
ー
ト
を
掛
け
、
シ
ー

ト
取
り
外
し
等
を
行
って
い
る
と
こ
ろ
。

　

Ｓ
Ｌ
本
体
に
起
因
す
る
事
故
で
、
相
手
に
対
し

損
害
賠
償
責
任
が
生
じ
た
場
合
の
責
任
の
所
在
に

つ
い
て
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
総
合
賠
償
保
険
の
対
象

と
な
り
得
る
が
、
保
険
適
用
と
な
る
場
合
の
理
由

と
し
て
、
蒸
気
機
関
車
自
体
が
危
険
な
状
態
に
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
危
険
防
止
の
対
応
を
行
わ

な
か
っ
た
場
合
は
町
の
過
失
と
な
る
。

町
長

Ｓ
Ｌ
の
保
存
管
理
に
つ
い
て

　
　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー
前
に
展
示
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｌ

　
　
　

は
、
現
在
、
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。
聞
く

と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｌ
本
体
の
所
有
は
本
町
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
の
保
存
管
理
に
つ
い
て

伺
う
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

の
か
。
万
が
一
、
Ｓ
Ｌ
本
体
に
起
因
す
る
事
故
で

相
手
に
損
害
賠
償
責
任
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
責

任
は
本
町
が
負
う
の
か
。
所
有
が
本
町
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
念
の
た
め
確
認
す
る
。

問

答

教
育
長

休
館
町
営
プ
ー
ル
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

再
開
の
検
討
を

答

教
育
長

成
長
を
続
け
る
倶
知
安
町
、
財
源
確
保
を
進
め
る

と
共
に
各
施
設
が
着
実
に
前
進
で
き
る
道
筋
を
つ

け
る
た
め
の
更
な
る
努
力
を
重
ね
た
い
。
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『町内会加入促進条例』制定後の取り組み状況は
役場職員の加入率低下　本当に残念だ

笠原　啓仁　議員

町長

　
　
　

４
年
前
の
12
月
、「
倶
知
安
町
町
内
会
等
へ

　
　
　

の
加
入
及
び
参
加
を
促
進
す
る
条
例
」

が
制
定
さ
れ
た
。
以
下
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

①
条
例
に
対
す
る
町
長
の
認
識
に
つ
い
て

②
条
例
に
基
づ
く
役
場
内
外
で
の
取
り
組
み
に

　

つ
い
て

③
防
災
計
画
に
お
け
る
町
と
町
内
会
の
関
係
に

　

つ
い
て

問答①
町
内
会
・
自
治
会
への
加
入
促
進
に
対
し
て
、
で

　

き
得
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
く
所
存
だ
。
新
た

　

な
加
入
者
を
い
か
に
増
や
し
て
い
く
か
、町
内
会・

　

自
治
会
に
入
る
こ
と
で
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
を
ど
の

　

よ
う
に
周
知
し
て
い
く
か
、
改
め
て
考
え
て
み
る

　

必
要
が
あ
る
。

　
　

町
の
職
員
は
自
ら
が
地
域
の一員
で
あ
る
こ
と

　

を
し
っ
か
り
と
自
覚
し
、
町
内
会
等
の
重
要
性
を

　

理
解
し
、
職
務
の
遂
行
に
あ
た
って
町
内
会
と
の

　

協
働
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
理
解
し
て
い

　

る
。

②
役
場
外
で
の
取
り
組
み
に
つい
て
は
、
共
同
住
宅

　

を
管
理
し
て
い
る
不
動
産
業
者
に
パン
フ
レ
ッ
ト
や

　

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
入
居
者
の
町
内
会
・
自
治
会

　
への
加
入
の
働
き
か
け
の
協
力
を
求
め
て
い
る
。

　
　

町
内
会
連
合
会
に
対
し
て
は
、
町
内
会
・
自
治

　

会
加
入
促
進
マ
ニュア
ル
を
作
成
し
、
配
布
し
て

　
い
る
。

　
　

町
民
に
対
す
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
転
入
者

　

に
対
し
て
は
加
入
促
進
マ
ニュア
ル
と
と
も
に
作
成

　

し
た
募
集
パン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
、
来
庁
さ
れ
た

　

際
に
、窓
口
に
お
い
て
加
入
の
勧
奨
を
行
って
い
る
。

　
　

役
場
内
で
の
取
り
組
み
に
つい
て
は
、
平
成
29

　

年
５
月
に
、
職
員
の
加
入
状
況
調
査
を
初
め
て

　

行
っ
た
。

　
　

当
時
の
加
入
率
は
、
78
・
36
％
、
翌
年
の
平
成

　

30
年
度
は
、
77
・
25
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
　

以
降
、
令
和
３
年
度
ま
で
調
査
未
実
施
だ
っ
た

　

が
、
先
般
改
め
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

　

こ
の
６
月
14
日
現
在
で
加
入
率
は
75
・
28
％
だ
っ

　

た
。
加
入
率
の
数
字
か
ら
い
く
と
、
低
下
し
た
こ

　

と
に
な
って
い
る
。
こ
れ
は
本
当
に
残
念
で
あ
る
と

　

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
職
員
に
対
す
る
加
入
促
進
に

　

向
け
た
取
り
組
み
、
条
例
の
周
知
に
つい
て
は
、
こ
れ

　

ま
で
職
員
に
対
し
て
明
確
に
町
内
会
加
入
促
進
に

　

向
け
た
働
き
か
け
は
具
体
的
に
は
行
って
い
な
か
っ

　

た
。
条
例
第
４
条
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
役
場

　

職
員
は
積
極
的
に
町
内
会
に
加
入
し
、
そ
の
活
動

　

に
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
う
あ
って
欲

　

し
い
と
私
自
身
は
願
って
い
る
。

　
　

役
場
職
員
で
あ
って
も
町
民
の一人
で
あ
る
の
で
、

　

当
然
な
が
ら
役
場
職
員
み
ん
な
が
、
町
内
会
に
加

　

入
す
る
と
い
う
考
え
方
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

町
内
会
を
よ
く
わ
か
ら
な
い
新
規
採
用
職
員

　

だ
け
で
な
く
、
改
め
て
全
て
の
職
員
に
対
し
て
こ

　
の
条
例
の
意
図
に
つい
て
確
認
し
合
う
こ
と
を
こ
れ

　

か
ら
も
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。

③
倶
知
安
町
地
域
防
災
計
画
に
あ
る
よ
う
に
、「
町

　

は
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化
を
図
る
と

　

と
も
に
、
住
民
一人
一人
が
自
ら
行
う
防
災
活
動

　
の
促
進
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
防
災
体
制
の
充
実

　

を
図
る
も
の
と
す
る
」
と
な
って
い
る
。

　
　

町
内
会
単
位
で
自
主
防
災
組
織
を
設
置
し
、

　

平
常
時
で
は
防
災
組
織
の
普
及
・
防
災
訓
練
の

　

実
施
、
ま
た
、
災
害
時
等
の
活
動
と
し
て
情
報
の

　

収
集
・
伝
達
、
出
火
防
止
及
び
初
期
消
火
、
救

　

出
・
救
護
活
動
の
実
施
、
ま
た
避
難
の
実
施
、

　

指
定
避
難
所
の
運
営
等
々
を
担
って
い
た
だ
く

答
　

こ
と
と
な
って
い
る
。
ま
た
、
こ
の
計
画
は
各
町
内

　

会
と
町
が
協
力
・
連
携
し
、一丸
と
な
って
取
り
組

　

む
こ
と
が
大
変
重
要
だ
。
町
の
職
員
に
は
、
町
内

　

会
へ
加
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内

　

会
の一員
と
し
て
訓
練
等
に
参
加
す
る
よ
う
働
き

　

か
け
を
行
う
。

問
　
　
　

町
道
・
私
道
で
は
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
「
生

　
　
　

活
道
路
」
と
し
て
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い

る
町
有
地
が
あ
る
。
こ
の
町
有
地
は
、
町
が
定
め

る
除
排
雪
の
規
定
や
基
準
の
対
象
外
で
あ
る
た
め
、

町
に
よ
る
定
期
的
な
除
排
雪
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
町
有
地
の
除
排
雪
に
つ
い
て
、

善
処
を
求
め
る
地
域
の
声
が
あ
る
。
地
域
・
関

係
者
と
十
分
協
議
し
、
善
処
で
き
な
い
か
。

『
町
有
地(

生
活
道
路)

の
除
排
雪
』

実
態
を
考
慮
し
善
処
を

町
長

町
長

　

道
路
認
定
さ
れ
て
い
な
い
通
路
区
域
が
本
町
の

都
市
計
画
区
域
内
に
22
路
線
、
１
４
２
０
メ
ー
ト
ル

存
在
す
る
。
う
ち
14
路
線
の
８
１
０
メ
ー
ト
ル
が
通

路
を
使
用
す
る
地
域
住
民
に
よ
っ
て
除
雪
が
行
わ

れ
て
い
る
。
住
民
組
織
の
弱
体
化
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
私
道
等
の
除
排
雪
補
助
金
を
活
用
で
き
な

い
通
路
区
域
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
を
活
用
す
る
ほ

か
の
通
路
区
域
と
の
公
平
性
を
逸
し
な
い
範
囲
で

除
排
雪
作
業
等
の
支
援
を
行
って
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
通
路
地
域
を
使
用
す
る
皆

さ
ん
が
、
安
心
し
て
長
く
厳
し
い
冬
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
町
の
支
援
が
必
要
な
通
路
区
域

に
つ
い
て
は
、
地
域
と
十
分
な
協
議
を
進
め
て
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
の
他
に
、
２
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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町長
文化福祉センターのエレベーター設置、実現に向け取り組むべき

概算工事費は概ね 7,560 万円、十分に協議したい

原田　芳男　議員

答

私
有
地
の
境
界
に
あ
る
排
水
や
町
内

会
の
環
境
整
備
に
補
助
制
度
が
必
要

答

答

答

町
長

町
長

町
長

教
育
長

農
業
振
興
に
つ
い
て

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
を

　
　
　

町
長
、
教
育
長
へ
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
で
き
な
い
か

質
問
す
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
３
月
定
例
会

で
も
質
問
を
行
っ
た
。

　

以
前
、
余
市
町
中
央
公
民
館
を
訪
れ
た
際
に

小
型
で
あ
る
が
改
築
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
後
か

ら
設
置
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
議
会
事
務
局

を
通
じ
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
平
成
13
年

に
１
１
３
９
万
円
で
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

我
が
町
の
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
可
能
で

は
な
い
か
と
感
じ
た
次
第
。
是
非
検
討
さ
れ
、

実
現
に
向
け
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
答
弁

を
求
め
る
。

問
　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
場
合
、
６
人
乗
り
で
概
算
工
事
費
を
算
出
す
る

と
概
ね
７
５
６
０
万
円
と
算
出
さ
れ
た
。
実
施
設

計
費
な
ど
も
加
え
る
と
さ
ら
に
費
用
が
か
さ
む
と

思
わ
れ
る
。
十
分
に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

３
階
に
設
置
の
図
書
館
の
利
用
に
お
い
て
は
、
長

い
階
段
を
上
る
こ
と
と
な
り
苦
労
を
掛
け
て
い
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
町
長

答
弁
の
と
お
り
。
利
便
性
向
上
の
た
め
に
電
子
図

書
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
運
用
を
し
て
い
く
予
定
。

　

ま
た
、
身
体
上
階
段
を
上
る
こ
と
が
難
し
い
方

は
正
面
階
段
横
に
設
置
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で

職
員
が
対
応
す
る
。
現
在
策
定
中
の
社
会
教
育

施
設
個
別
施
設
計
画
で
十
分
に
検
討
し
て
い
く
。

新
幹
線
開
業
に
伴
う
課
題

　
　
　

①
バ
ス
転
換
の
前
倒
し
と
表
明
し
て
い
る

　
　
　
　

が
何
年
な
の
か
。
ま
た
、
路
線
や
便
数

　

な
ど
利
用
し
や
す
く
な
る
の
か
な
ど
を
明
ら
か
に
。

②
新
幹
線
倶
知
安
駅
で
の
乗
降
客
数
の
見
積
も
り
は
。

③
新
幹
線
倶
知
安
駅
へ
の
停
車
は
。
札
幌
ま
で
の

　

料
金
は
幾
ら
か
。

④
ま
ち
づ
く
り
会
社
へ
の
町
の
関
わ
り
方
は
ど
の

　

よ
う
に
。

⑤
新
幹
線
開
業
に
関
わ
っ
て
、
駅
前
地
区
の
整
備

　

が
課
題
。
い
く
ら
か
か
る
か
な
ど
明
ら
か
に
。

問
①
バ
ス
転
換
に
つい
て
は
新
幹
線
開
業
の
３
年
か
ら

　

５
年
の
前
倒
し
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
バ
ス
の

　

路
線
等
に
つい
て
は
秋
頃
に
具
体
案
を
示
す
こ
と

　

を
目
指
し
て
い
る
。

②
新
駅
への
乗
降
客
は
１
２
０
０
人
程
度
、
そ
の
他
の

　

交
通
機
関
の
利
用
者
が
１
１
０
０
人
で
、
合
わ
せ

　

て
２
３
０
０
人
程
度
と
推
計
し
て
い
る
。

③
新
函
館
北
斗
駅
に
は
１
日
13
往
復
、
木
古
内
駅

　

に
は
８
往
復
の
乗
入
れ
と
な
って
い
る
。
料
金
は

　

木
古
内
駅
と
新
函
館
北
斗
駅
の
間
、
約
35
キ
ロ

　

で
３
４
２
０
円
。
札
幌
と
倶
知
安
駅
間
は
70
キ
ロ

　

程
度
と
理
解
し
て
い
る
。

④
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
つい
て
は
連
携
を
図
って
い
る
。

　

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
商
工

　

会
議
所
か
ら
の
昨
年
11
月
の
提
案
か
ら
協
議
を

　

す
る
段
階
に
ま
だ
至
って
い
な
い
。

⑤
駅
の
町
負
担
は
４
億
５
千
万
円
あ
た
り
と
な
る
。

　
　
　

基
幹
産
業
の
農
業
の
振
興
は
大
事
な
課
題
。

　
　
　

国
は
転
作
奨
励
金
の
５
年
間
で
の
打
ち

切
り
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
肥
料
や
資
材
の

高
騰
は
大
き
な
問
題
。
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
が
問
わ
れ
る
。
町
長
の
答
弁
を

求
め
る
。

問
　

肥
料
の
高
騰
に
つ
い
て
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

等
で
価
格
が
78
％
高
騰
し
て
い
る
状
況
。
国
は

１
０
０
億
円
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
北
海
道

も
20
億
円
、
ト
ン
当
た
り
３
１
２
５
円
の
助
成
を

決
め
て
い
る
。
町
と
し
て
は
国
や
道
の
制
度
を
利

用
し
必
要
な
支
援
を
検
討
し
た
い
。

　

転
作
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、
５
年
ル
ー
ル
に
つ
い

て
周
知
し
た
上
で
高
収
益
作
物
の
作
付
に
対
し
て

17
万
５
千
円
、
そ
の
他
の
作
物
で
の
水
田
か
ら
畑

地
への
転
換
に
10
万
５
千
円
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　

町
内
会
な
ど
に
点
在
す
る
私
有
地
の
排
水

　
　
　

な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
は

著
し
く
改
善
さ
れ
、
町
内
会
の
存
在
価
値
も
高
ま

る
。
「
倶
知
安
町
町
内
会
等
へ
の
加
入
及
び
参
加

を
促
進
す
る
条
例
」
の
あ
る
町
と
し
て
何
ら
か

の
補
助
制
度
の
実
現
が
条
例
の
趣
旨
に
合
致
す

る
と
思
う
が
、
町
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

問答

町
長

　

私
有
地
だ
か
ら
ノ
ー
タ
ッ
チ
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
何
か
手
立
て
を
考
え
る
こ
と
は
基
本
的
な
考

え
。
町
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
ど
こ
ま
で
で
き

る
の
か
を
整
理
し
、
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。
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１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　員　　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

総務常任委員会

常任委員会報告

■ 静岡県熱海市 別荘等所有税

　昭和51年にマンション、分譲地内の別荘等非定住
住民に対する公共施設等の整備及び運用に要する費
用に充てることを目的として条例を制定。
　現在は主にリゾートマンションなどの所有者から
年間650円/㎡の法定外税を徴収している。
　課税対象物件は使用状況に変化がないかなど、毎
年現地調査を行っている。

　総務常任委員会では「法定外税」の先進地視察として、
3市の視察を7月12日から14日の3日間行いました。

■ 京都府京都市 非居住住宅利活用促進税
　令和4年3月に条例可決。固定資産評価額をベース
に課税する家屋価値割に併せ、立地床面積割を課税
する。
　非居住住宅の有効活用を促し、その税収をもって
空き家の活用支援施策を講じ、住宅供給の促進・安心
安全な生活環境の確保・地域コミュニティの活性化
及びこれらの施策にかかる将来的費用の低減を図り、
持続可能なまちづくりに資することが目的。

■ 大阪府箕面市 開発事業者緑化負担税

　平成27年12月に条例可決。市内で開発行為等を行
う事業者を対象に課税。
　市が行う森林整備、市街地緑化、農地保全に関する
事業や森林所有者・市民による里山保全活動への助
成などに活用し、緑豊かな市の魅力をさらに向上さ
せることが目的。
　税額は、敷地面積×0.9×指定容積率×250円/㎡

静岡県熱海市の視察

京都府京都市の視察

大阪府箕面市の視察
16



・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課、福祉医療課及びこども
　未来課の所管に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　員　　門田　　淳
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

■ 総体トイレ改修工事実施設計業務委託料

　7月21日の委員会では、第3回臨時議会に提出す
る一般会計補正予算案のうち、町総合体育館のトイ
レなどの改修工事実施設計業務委託料657万8千円
の計上について社会教育課から説明がありました。

【補正予算案の説明】

　当初、実施設計を行わずに工事を施工する予定だった
が、総合体育館が災害時の避難所であることや、財
源の緊急防災減災事業債の活用を考慮して、改めて
工事内容の検討を重ねた。トイレ洋式化及び段差解
消などのバリアフリー化に加え、身体障がい者用の
オストメイトやおむつ交換台の設置など、災害時で
も十分に対応できる施設となるよう、実施設計が必
要と判断し、工事発注前に実施設計業務を行う。
　また、起債に関して地方公共団体金融機構の会計
検査の対象にもなるため、積算の根拠詳細を明確に
しておく必要もあることから実施設計を行うことが
望ましいと考えている。
　なお、年度内の工事完成とするためにはかなりタ
イトなスケジュールとなるために、臨時議会への提
出が必要となった。実施設計後、工事予算額を上回
った場合には、12月定例会などにおいて増額の補正
の対応を検討する。等々

【第3回臨時会】
　7月22日開会の臨時議会において、同委託料を削
除するとする修正動議が提出され、賛成多数で可決
されました。町は予算を再検討することとなりました。

■ 家計応援衛生ごみ袋支援事業

　本年10月から衛生ごみの排出方法が新しくなり、
町は新たに衛生ごみ袋を販売します。
　7月21日の委員会において住民環境課より家計応
援衛生ごみ袋支援事業について以下の説明がありま
した。

【事業の概要】
　10月から新たに町指定衛生ごみ袋を販売するが、
原油価格・物価高騰が続く中、新生児と0～3歳児
までのこどもの保護者、日常生活支援事業利用者、
倶知安町家族介護用品支援事業利用者に対し、衛生
品（オムツ・ストーマ）を排出する際の町指定衛生
ごみ袋を支給し、家計におけるごみ袋購入の負担軽
減、衛生ごみ排出方法の広報を図る。
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金210万円の事業。

【対象経費】
　対象者約600名に衛生ごみ袋を支給する経費を交
付対象経費とする。

【対象者】
①新生児及びゼロ歳児の保護者・・・約200人
（新生児は、令和5年3月末までの出生者を予定。）

②1、2歳児の保護者・・・約220人

③3歳児の保護者  ・・・・約120人

④日常生活支援事業及び家族介護用品支給事業利用者
　　　　　　　　　 ・・・約40人
【事業の期間】
　令和4年9月から令和5年3月

■ 新たな法定外税の検討

　今回3つ市を視察させていただき、倶知安町の実
情が特殊であることを改めて感じました。質疑の中
で、各担当者から逆に質問を受けたり、倶知安での
対応についてアドバイスなどをいただきました。

①箕面市では、市内事業者への非課税などを検討し
　たが、税の公平性の観点から総務省より更なる整
　理を求められ一律の課税となったこと。

②熱海市や京都市は事業用のものを課税免除として
　いるのは、倶知安町と実行目的が違うため。
　
　倶知安町の場合は、事業の用に供されているから
　こそ行政需要が発生するという考え方。
　そこに課税をさせていただくことで公平性を担保
　してコストを賄うことが必要という実情から、目的
　に照らして法的な整合性が取れているかを考慮して
　進めていくのがよろしいかと思います。

　以上を踏まえ、町と議会では新たな法定外税の検
討を進めてまいります。
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■ 農林課所管事項
　 双子山トレイルパークについて

　令和4年5月から10月末までの期間を予定し、NPO
法人Niseko Area Mountain Bike Association
が実施する「双子山トレイルパーク」造成に係る町有林
の使用について本委員会へ報告がありました。
　本事業の目的としては、町としても夏季のアクティ
ビティの一つとして自転車を楽しむ観光客が増えて
きている現状を踏まえ、マウンテンバイクによるト
レイルを繁閑差対策として取り入れることにより、
ニセコヒラフの魅力を高め、通年観光を充実させる
とともに、観光関係の雇用の維持にも繋がると報告を
受けました。
　なお、委員からはコース造成に伴い、安全管理を
徹底した調査を実施するよう議論がされました。

■ 陳情第11号「新準都市計画策定に広く町民
　 の声を反映させることを求める陳情書」

　本委員会に付託されていた本陳情について、審査
意見を付けて「採択すべきもの」と委員会報告書を
まとめ、第2回定例会最終日に委員長報告を行い、採
決の結果、陳情は採択されました。

■ 「倶知安の未来へつなぐ景観まちづくり
　　 条例」(略称 景観計画条例)

　本委員会に付託されていた本条例案については委
員間で審議を重ね、「修正議決すべきもの」と委員
会報告書をまとめ、第3回臨時会に委員長報告を行
い、採決の結果、委員会の修正案については起立多
数で可決され、残りの原案については出席議員全員
の起立により可決されました。

※詳細については2ページ・3ページの「こんなこと
　決まりました」をご覧下さい。

委員長報告を行う木村経済建設常任委員長

経済建設常任委員会

１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光商工課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道
　課の所管に関すること

２．委員構成（５名）

　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　員　　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

■ 観光商工課所管事項
　 第60回くっちゃんじゃが祭りの開催について

　令和4年8月6日・7日にかけて新型コロナウイルス
感染症対策を行いつつ、第60回くっちゃんじゃが祭
りをくとさんパーク内で開催されることについて本
委員会へ報告がありました。
　なお、今回の事業予算については昨年度からの繰
越金での対応となることから、協賛金は徴収しない
旨の報告を受けました。

委員会開催は下記のとおり（令和4年5月から令和4年7月まで）

5月18日、6月2日、6日、20日、29日、7月4日、11日、
14日、20日（計9回）

　本委員会は月2回を定例開催とし、必要に応じて随時
開催し調査をしています。

経済建設常任委員会で示されたコース造成予定図
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　議会に関する特別委員会

　特別委員会は7月20日、27日、8月2日、「～議会
セッション2022～ 倶知安町議会のみらいについて
語りませんか」を役場3階の展望テラスで開催しま
した。多様な人材の町議会への参画を目的にしたも
ので、3回で計42名の町民の方々がご参加ください
ました。

　「セッション」の前半では、議会の仕組みや構
成などを議員が簡単に説明し、議場での一般質問
の模擬体験や議員控室、正副議長室などの見学を
行いました。また、後半の「フリートーク」では、
議会の役割や議員のなり手不足、議会広報の改善
などについて、参加者と議員が気軽に話し合いま
した。

　初めての取り組みではありましたが、日ごろ馴
染みの薄い「町議会」をある程度知っていただけ
たのではないでしょうか。

　今後、特別委員会として今回の「セッション」の
内容や周知方法などをしっかりと検討し、町民と
議会との交流のあり方について議論していきます。
　次回は、10月下旬から11月にかけて開催する予
定です。

特別委員会報告

議 ら長 室 か
こ ん に ち は

倶知安町議会 議長　盛多　勝美

　町民のみなさん、こんにちは。
　6月には第9回ニセコクラシック、8月6日から7日にかけて
第60回じゃが祭り、そして7日には第11回ニセコHANAZONO
ヒルクライムがいずれも新型コロナウイルス対策を行いなが
ら3年ぶりに開催されました。
　ニセコクラシックやHANAZONOヒルクライムでは、多くの
サイクリストが全国各地から集まり熱戦を繰り広げました。
選手一人一人が懸命にペダルを踏み、前に進んでいく姿には
感動を覚えました。
　また、じゃが祭りでは、一時的に小雨が降る時間はあった
ものの、おおむね好天に恵まれ、会場は多くの家族連れで賑
わいを見せたところです。町民のみなさんと楽しめたことを
大変うれしく思います。
　このように行事も以前のように開催されつつありますが、
新型コロナウイルスの感染者は高水準にあり、まだまだ気を
緩めることはできません。先の見えない中ではありますが、
明けない夜はありません。感染対策をこれまで以上に徹底
し、希望を持って前に進んでいきたいものです。
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   議会は倶知安町役場庁舎3階の議場にて行われています。（定例会は3月・6月・9月・12月の年4回）

議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。

なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴の際にはマスクの着用にご協力お願いします。

第3 回定例会は 9月5日（月） から開会の予定です。

議会を傍聴してみませんか?

編 集 後 記

編集委員 / 作井 繁樹

Q.今後どのような町になって欲しいか？

　倶知安に戻ってから観光や新幹線の開発がもの
すごいスピードで進んでいるように感じます。
　さまざまな問題が出てくるとは思いますが、地
元に住んでいる方々の暮らしを守りつつ、たくさ
んの観光客に愛されるような町になっていってく
れたらと思い、これからの倶知安が楽しみです。

議会事務局（直通）：0 1 3 6 - 5 6 - 8 0 1 6

g i k a i @ t o w n . k u t c h a n . l g . j p

TEL

E-mail
連絡先

さん
石井 花林

 いしい 　かりん

　月日が経つのは早いもので、来年には町議会議員選挙、改選まで半年余りとなりました。議会広報
を読んでいただくことで、町政に関心を抱いていただき、議会をより身近に感じていただくこととな
り、新たな町議会議員候補、未来の町議会議員誕生への一助となれば、編集作業も報われる……そん
な気がしなくもありません（笑）
　今後も町民の皆さんが必要とする情報をより分かりやすくお届けできるように改善してまいります。
お気付きの点・ご意見・ご感想などを是非ともお聞かせ下さい。宜しくお願いいたします。

size:w210×h297mm

冊子 /G20110637_0

　倶知安で生まれ、高校までずっと町から離れる
ことなく育ってきました。
　高校を卒業後、地元を出て一人暮らしをするこ
とに憧れていたので、札幌の短大へ進学し一人暮
らしを始めました。
　札幌はとても利便性がよく、遊びに行くのも何
時間もかけることなくどこにでも行けるのでその
まま地元から離れて就職をしようと思っていたの
ですが、夏休みや春休みなどの長期の休みで実家
に帰省した際、高校を卒業するまで気づかなかっ
た地元の居心地の良さを感じ、倶知安に戻って地
元で働きたいと思い、地元で就職することを決め
ました。

Q.倶知安で働こうと思った理由は？
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